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研究概要 

当講座では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま

でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に

よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細

胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現

在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に

応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血

管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。 

 

以下にその詳細を列挙する。 

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究 

• 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究 

• 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究 

• 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析 

• 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究 

• 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究 

• 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究 

• 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究 

• パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究 

• パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討 

• パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究 

• 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究 

• 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究 

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究 

• 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究 

• 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究 

• 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究 

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究 

• 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究 

• 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究 

４． その他 

• キ-ンベック病に関する臨床的研究 

• マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究 

• 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究 
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5. 山田宏：狭窄症を伴う成人脊柱変形の治療戦略．第11回日本成人脊柱変形学会 2021.3.20 盛岡市  

6. 山田宏：腰椎椎間孔狭窄症の診断と治療．Neurosurgery Kinki 2020 Spring Meeting 2021.4.3 吹田市  

7. 山田宏：MEDの応用．第19回脊椎脊髄病研修コースIII 2021.4.24 京都市 

8. 山田宏：日本医工学治療学会第37回学術大会．脊椎内視鏡下手術の現状と将来展望2021.5.1 東京 

9. 山田宏：EBMに基づく医療を提供するための大規模コホート研究－Ｔｈｅ Ｗａｋａｙａｍａ Ｓｐｉｎｅ Ｓｔｕｄｙ－ ～神経障害

性疼痛治療の現状と今後の展望を含めて～．神戸整形外科セミナー 2021.5.27 神戸市 

10. 山田宏：狭窄症を伴う成人脊柱変形の治療戦略．山形談論会 2021.5.28 山形市 

11. Yamada H：Microendoscopic surgery for foraminal stenosis．APSS-APPOS 2021 Kobe city, Japan, June 9, 2021 

12. 山田宏：腰曲がり手術を成功に導くためのリハビリテーション．第 58 回日本リハビリテーション医学会学術集会 JARM&JSSR 合同

シンポジウム 2021.6.11 京都  

13. 山田宏：The Wakayama Spine Studyから学ぶ脊椎診療のエビデンス．第58回日本リハビリテーション医学会学術集会 ランチョンセ

ミナー 2021.6.11 京都  

14. Yamada H：Technical tips & pitfalls of microendoscopic decompression & fusion for lumbar foraminal stenosis．The 21st Annual 

Meeting of PASMISS, Faculty lecture 4, Chiba city, Japan, July 2, 2021 

15. Yamada H. Decompression & fusion technique with  the use of  spinal endoscope．Spine across the sea in Hawaii  July 7, 2021 

16. Yamada H. Microendoscopic decompression for lumbosacral foraminal stenosis: A novel surgical strategy based on anatomical 

considerations using 3D image fusion with MRI/CT．Spine across the sea in Hawaii  July 9, 2021 

17. 山田宏：脊椎内視鏡下手術 MED法・その先へ ～神経障害性疼痛治療の現状と今後の展望を含めて～．浜松整形外科セミナー 2021.8.7 

浜松市 

18. 山田宏：The Wakayama Spine Studyから学ぶ脊椎診療のエビデンス．徳島整形外科カンファレンス 2021.8.15 徳島市 

19. 山田宏：大規模地域住民コホート・The Wakayama Spine Study から学ぶ脊椎診療のエビデンス．Pain Total Care WEB Seminar 

2021.8.24 鹿児島市 

20. 山田宏：EBMに基づく医療を提供するための大規模コホート研究 －Ｔhe Ｗakayama Ｓpine Study- ～神経障害性疼痛治療の現状と

今後の展望を含めて～．第63回 獨整会公開学術講演会 2021.9.15 日光市 

21. 山田宏：脊椎内視鏡下手術－MED・その先へ－．中部日本整形外科災害外科学会2021.10.8 金沢市 

22. 山田宏：脊椎内視鏡下手術－MED・その先へ－ ～神経障害性疼痛治療の現状と今後の展望を含めて～．Orthopedic Live Symposium 

2021.11.9 東京 



23. 橋爪洋：慢性腰痛症の薬物療法を再考する 中枢性感作メカニズムと臨床経験からの考察．第 136 回中部日本整形外科災害外科学会学術

集会ランチョンセミナー，2021．4，Web． 

24. 橋爪洋、寺口真年、吉村典子、岡敬之、田中栄、山田宏：腰痛の大規模コホート研究 The Wakayama Spine Study．第29回日本腰痛

学会シンポジウム，2021．10，東京 

25. 峠康：手指腱損傷に対するリハビリテーション医療. 第58回日本リハビリテーション医学会学術集会, 2021.6. 京都 

26. 峠康：和歌山県における災害リハビリテーション(JRAT)活動の実際. 第149回和歌山臨床整形外科医会研修会, 2021.8. 和歌山 

27. 峠康：手のスポーツ外傷と治療. 和歌山県医師会主催日医認定健康スポーツ医学再研修会, 2021.10. 和歌山 

28. 松本卓二：大腿骨近位部骨折における入院時の低アルブミン血症は周術期合併症の増加と入院期間の延長を導く指標となる．

JSPEN2021(日本臨床栄養代謝学会2021)，2021/7/21-22 神戸 

29. 松本卓二 木村友香子：フレイルと人参養栄湯 -大腿骨近位部骨折治療における人参栄養湯の改善効果について-．JSPEN2021(日本臨

床栄養代謝学会2021)，2021/7/21-22 神戸 

30. 松本卓二 木村友香子：リハ栄養チーム介入と入院早期からの適切な食事内容の調整は大腿骨近位部骨折の誤嚥性肺炎を減少させる．

JSPEN2021(日本臨床栄養代謝学会2021)，2021/7/21-22 神戸 

31. 南出晃人：骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期椎体形成術の年齢に応じた適応と意義．第 61 回関東整形災害外科学会，東京 Web 講演，

2021. 3. 

32. 南出晃人：頚部脊髄症に対する正中縦割式椎弓形成術の新しいデバイス–Centerpiece-connectの有用性．第118回東北整形災害外科学会，

秋田 Web開催，2021. 6. 

33. 南出晃人：骨粗鬆症性椎体骨折に対するステントバルーンを用いた経皮的椎体形成術の使用経験. VBS Webinar，Web講演，2021. 6. 

34. 南出晃人：腰椎変性疾患の診断と治療 II（ヘルニアLCSを除く）．第19回日本整形外科学会脊椎脊髄病医研修プログラム，Web開催，

2021. 9.  

35. 南出晃人：脊椎内視鏡手術について. 第20回日本整形外科学会脊椎内視鏡下手術・技術講習会, 神戸，2021. 11. 

36. 南出晃人：骨粗鬆症性椎体骨折に対するステントバルーンを用いた経皮的椎体形成術：私の経験からの適応．第 23 回日本低侵襲脊椎外

科学会，東京，2021.11 

37. 南出晃人：OVFに対するステントバルーンを用いた経皮的椎体形成術．2021 Spine TIME，m3.com, Web講演，2021. 12. 

38. 中川幸洋：腰椎MED手術の進歩と現状．第34回日本内視鏡外科学会総会 2021.12.2-4, 神戸市 

39. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折の診断とBalloon Kyphoplastyの早期適応について．KANSAI骨粗鬆症治療Web講演会 2021.1.26 和

歌山市 

40. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折とその治療 -早期治療の重要性とBalloon Kyphoplastyについて-  泉州ロコモケアネット 第6回学術

ミーティング 2021.3.13 web配信 

41. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折の治療について．持田製薬社内講演会 2021.4.27 和歌山市 web同時配信 

42. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折と負の連鎖を断ち切るための早期診断と治療について．第 423 回伊都医師会診療懇話会 2021.5.19 和

歌山市 オンライン開催 

43. 中川幸洋：当科における正中縦割式椎弓形成術とその変遷、今後の展望について．K.MOSS(Kinki Kansai Kihoku Kobe Medtronic 

Online Spine Seminar) テーマ 椎弓形成術．2021.6.25 オンライン開催 

44. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折と負の連鎖 -早期に断ち切るために必要な診断と治療-  Osteoporosis Live symposium 2021.9.9 オン

ライン開催 共催 日高医師会 第一三共株式会社 

45. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折と負の連鎖 -早期に断ち切るために必要な診断と治療-  2021.9.21 旭化成社内講演会 和歌山市 

46. Nakagawa Y：Microendoscopic decompression of spinal stenosis -indication and technique．The 1st Annual SMISS-AP Meeting, 

Sep29-Oct 2, 2021, Grand Hyatt Incheon, Korea  

47. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折 -負の連鎖を断ち切るための早期診断と治療-  骨粗鬆症地域連携webセミナー 共催 和歌山県医師会

整形外科部会 帝人ヘルスケア㈱．2021.10.14 和歌山市 

48. 中川幸洋：教育研修講演 MED/MELの手技とピットフォール．第11回低侵襲脊椎治療（MIST）学会．2021.10.29 東京 



49. 中川幸洋：特別講演 MEDシステムを用いた脊椎内視鏡手術の応用と現状．第8回金沢内視鏡低侵襲セミナー．2021.11.20 金沢 ハイ

ブリッド開催 

50. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折の負の連鎖と重症化を防ぐための早期診断と治療．Stop the fracture ～骨粗鬆症性椎体骨折の予防と治療

～．2021.11.27 泉佐野市 

51. 北野陽二：教育研修講演 『初学者に向けた橈骨遠位端骨折の治療法』第125回近畿手外科研究会2021.3.6 

52. 岩﨑博, 曽根勝真弓, 村田鎮優, 神前拓平, 山田宏：シンポジウム「私のエコー活用法」腰痛診療でのエコー活用法－脊髄神経前枝と後枝

を意識した腰殿部痛治療－. 第94回日本整形外科学会学術総会, 2021.5.20-5.21. Web 

53. 下江隆司: 女性に多い手の痛み・しびれ・こわばり -エクオールサプリメントの使用経験-. 和歌山県薬剤師会研修会, 2021.2.23. 和歌山市 

54. 下江隆司: 更年期女性に多い手の痛み・しびれ エクオール産生能とサプリメントの可能性. 富田林医師会学術講演会, 2021.7.15. 富田林

市(web開催) 

55. 下江隆司: 更年期世代女性における手外科領域の疾患とエクオール -一般住民健診と実臨床での使用経験から-. 大阪臨床整形外科医会研

修会, 2021.11.13. 大阪(web開催) 

56. 寺口真年, 延與良夫, 米良好正, 原田悌志, 北山啓太, 北裏清剛, 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折に対する経皮的椎体形成術の 良好な術後

成績は早期診断が重要である．第24回日本低侵襲脊椎外科学会 2021.11.25-26 シンポジウム 

57. 松山雄樹、下江隆司、橋爪 洋、林 未統、岩田勝栄、曽根勝真弓、宮井信行、竹下達也、有田幹雄、山田 宏: 本邦における Dupuytren

拘縮の有病率 -Wakayama Health Promotion Study-, 日本手外科学会Hand Now backstories, 2021.8.22. (web開催) 

58. 吉村典子、岡 敬之、田中 栄、山田 宏：変形関節症と骨粗鬆症 一般住民における腰部脊柱管狭窄症と骨粗鬆症の併存．第 39 回日本骨

代謝学会学術集会シンポジウム，2021．10，Web. 

 

c) 全国学会 

1. 谷口泰德、北野岳史、殿尾守弘、星野晶子、幸田剣、田島文博：橈骨神経麻痺に対する津下法による腱移行術の検討. 第5回日本リハビ

リテーション医学会 秋季学術集会,2021.11.名古屋市 

2. 橋爪洋、井上慎吾、松山雄樹、嶋﨑彩華、橋本侑加子、松坂美絵、下江隆司 、宮井信行、有田幹雄、湯川泰昭、山田 宏：慢性腰痛と中

枢性感作の関連 Wakayama Health Promotion Study．2021 AO Spine Japan Conference/Congress，2021．8，Web. 

3. 橋爪洋、井上慎吾、松山雄樹、有田智氏、高橋貴子、嶋崎彩華、橋本侑加子、下江隆司、竹下達也、宮井信行、有田幹雄、山田宏：慢性

腰痛と中枢性感作は関連するか？ Wakayama Health Promotion Study．第94回日本整形外科学会学術総会，2021．6，Web． 

4. 橋爪洋, 寺口真年, 岡敬之, 石元優 ,々 長田圭司, 高見正成, 筒井俊二, 岩﨑博, 湯川 泰紹, 吉田宗人, 吉村典子, 山田 宏：ADL 障害を伴

う慢性腰痛のMR画像上危険因子 The Wakayama Spine Study．第94回日本整形外科学会学術総会，2021．6，Web. 

5. 橋爪洋、寺口真年、岡敬之、石元優々、長田圭司、籠谷良平、岩橋弘樹、高見正成、筒井俊二、岩﨑博、湯川泰昭、田中栄、吉田宗人、

吉村典子、山田宏：ADL障害を伴う慢性腰痛のMR画像上の危険因子 The Wakayama Spine Study 7年間の追跡データより．第50回

日本脊椎脊髄病学会学術集会，2021．4，Web． 

6. 橋爪洋、井上慎吾、松山雄樹、有田智氏、嶋崎彩華、橋本侑加子、下江隆司、太地良、村田鎮優、神前拓平、岩﨑博、湯川泰紹、宮井信

行、竹下達也、有田幹雄、山田 宏：慢性腰痛と中枢性感作は関連するか? Wakayama Health Promotion Study．第50回日本脊椎脊髄

病学会学術集会，2021．4，Web． 

7. 湯川泰紹、橋爪 洋、岩崎 博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田智裕、加藤文彦、山田宏: 後弯を伴

う頚椎症性脊髄症に対する術式別の治療成績 ー前方除圧固定、後方除圧固定、前後合併法の比較ー．第50回日本脊椎脊髄病学会総会, 京

都、April 22-24, 2021 

8. 湯川泰紹: AO Spine Japan「過去、現在、未来展望」 2021 AO Japan Congress/Conference, August 28, 2021, 川崎 

9. 松本卓二 殿尾守弘：人参養栄湯は大腿骨近位部骨折において栄養状態と身体状態を改善するリハ栄養薬の一つとなる可能性がある．第

58回 日本リハビリテーション医学会学術集会，2021/6/10-6/13 京都 

10. 松本卓二 殿尾守弘：リハ栄養チーム介入による入院早期からの食事内容の調整は大腿骨近位部骨折の誤嚥性肺炎を減少させる．第 58

回 日本リハビリテーション医学会学術集会，2021/6/10-6/13 京都 



11. 松本卓二：大腿骨近位部骨折における入院時の低アルブミン血症は周術期合併症の増加と入院期間の延長を導く指標となる．第 94 回日

本整形外科学会学術総会，2021/2/20-21 東京 

12. 松本卓二：大腿骨転子部骨折における術後新たに認められる前方側壁骨折は，術後ADLの予後予測因子の一つである．第47回日本骨折

治療学会学術集会，2021/7/2-3 神戸 

13. 松本卓二：新しい外側壁骨折分類からみえてきた大腿骨転子部骨折の治療戦略．第47回日本骨折治療学会学術集会，2021/7/2-3 神戸 

14. 松本卓二：外側壁骨折を伴う大腿骨転子部骨折の術後前方側壁骨折は予防できるのか．第 47 回日本骨折治療学会学術集会，2021/7/2-3 

神戸 

15. 松本卓二 木村友香子：大腿骨頚部骨折と大腿骨転子部骨折の発生の背景には,年齢と骨密度だけでなく,骨形態と栄養指標が関与する．

第23回日本骨粗鬆症学会／第39回日本骨代謝学会学術集会，2021/10/8-10 神戸 

16. 松本卓二 木村友香子：外側壁骨折を伴う大腿骨転子部骨折の術後前方側壁骨折は予防できるのか！．第23回日本骨粗鬆症学会／第39

回日本骨代謝学会学術集会，2021/10/8-10 神戸 

17. 松本卓二 木村友香子：新しい外側壁骨折分類からみえてきた大腿骨転子部骨折の治療戦略．第23回日本骨粗鬆症学会／第39回日本骨

代謝学会学術集会，2021/10/8-10 神戸 

18. 中川幸洋、延與良夫、寺口真年、原田悌司、北山啓太：頚部神経根症に対する内視鏡化椎間孔部拡大術と術式の工夫．第 24 回日本低侵

襲脊椎外科学会 2021.11.25-26, 東京 

19. 西秀人、湯川泰紹、宮本選、佐々木貴英、野中研人：当科における頚椎椎弓根スクリューの刺入精度の検討： AO Spine Japan 

Conference/Congress 2021.8.28 川崎市 

20. 麻殖生和博：高齢者(80歳以上)の頚髄症に対する椎弓形成術の検討. 第50回日本脊椎脊髄病学会 2021.4 京都 

21. 岩﨑博：特別企画 Withコロナ時代の運動器超音波診療 2021 COVID-19感染・風評被害の現状と対策 -病棟-. 日本整形外科超音波

学会, 2021.1.24. Web 

22. 岩﨑博, 太地良, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 中川幸洋, 筒井俊二, 高見正成, 長田圭司, 村田鎮優, 神前拓平, 山田宏：脊椎内視鏡下後方

除圧術は脊髄神経後枝関連の腰痛改善効果を有する‐この思い付きは正しい？－. 第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2021.4.22-4.24．

京都（Hybrid開催） 

23. 岩﨑博, 山田宏：「救急外来で役立つ超音波診療の実際」急性腰痛（神経根・脊髄神経後枝）. 日本超音波医学会第 94 回学術集会, 

2021.5.21-5.23. 神戸 （Hybrid開催） 

24. 岩﨑博, 山田宏：「やさしい運動器の超音波解剖２」肩甲部痛の標的（頚椎神経根）. 日本超音波医学会第94回学術集会, 2021.5.21-5.23. 

神戸 （Hybrid開催） 

25. 岩﨑博, 山田宏：「やさしい運動器の超音波解剖２」大腿外側痛の標的（中・小殿筋、外側大腿皮神経）. 日本超音波医学会第 94 回学術

集会, 2021.5.21-5.23. 神戸 （Hybrid開催） 

26. 岩﨑博, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 中川幸洋, 筒井俊二, 高見正成, 長田圭司, 山田宏：術中神経機能モニタリングの有用性と限界－単

一施設1063症例の経験から判明したこと‐. 2021 AO Spine Japan Conference/Congress, 2021.8.2. 川崎（Hybrid開催） 

27. 岩﨑博：サテライトシンポジウム5 第8回術中脊髄モニタリング懇話会 文献レビュー（整形外科領域）. 第51回日本臨床神経生理学

会, 2021.12.16. 仙台（Hybrid開催） 

28. 野村和教,吉田宗人,中村陽介,岡田基宏,矢渡健一,中山渕志：腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下椎弓形成術のLearning Curve ―単一術者

の1,000症例による解析―.第24回日本低侵襲脊椎外科学会, 2021.11. 横浜  

29. 野村和教,吉田宗人,中村陽介,岡田基宏,矢渡健一,中山渕志：内視鏡下頚椎前方固定術の実用化を目指して.第24回日本低侵襲脊椎外科学会, 

2021.11. 横浜  

30. 筒井俊二、山本衛、神前拓平、村田顕優、山田宏：LIFを用いた腰椎骨盤固定術におけるロッド折損リスクの定量的評価. 第55回日本側

弯症学会, 2021.11. 浜松 

31. 筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸弘、岩﨑博、高見正成、長田圭司、山田宏：側方進入椎体間固定術を用いた下位胸椎骨

盤固定術のロッド折損に再手術は必要か？ 第94回日本整形外科学会学術総会, 2021.5. 東京 

32. 筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸弘、岩﨑博、高見正成、長田圭司、山田宏：環椎後頭関節不安定症は環軸椎不安定症に

対する環椎後弓切除後の再手術の要因となりうる.  第94回日本整形外科学会学術総会, 2021.5. 東京 
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33. 筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸弘、岩﨑博、高見正成、長田圭司、山田宏：環椎後頭関節不安定症を伴う歯突起後方偽

腫瘍に非固定・環椎後弓切除術は禁忌である.  第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2021.4. 京都 

34. 筒井俊二、山本衛、神前拓平、村田顕優、山田宏：LIFを用いた成人脊柱変形手術におけるロッド折損リスクのバイオメカニクス. 第50

回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2021.4. 京都 

35. 筒井俊二、山本衛、神前拓平、村田顕優、山田宏：骨盤に至る長範囲脊椎固定術におけるロッド折損リスクのバイオメカニクス. 第11回

日本成人脊柱変形学会, 2021.3. 岩手 

36. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、岡田基宏、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田 宏：多椎間

LLIFを併用した成人脊柱変形矯正手術における術後冠状面アライメント異常の発生因子．第11回日本成人脊柱変形学会学術集会，

2021.3. 岩手 

37. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏：多椎間側方進入椎体間

固定術を併用した成人脊柱変形矯正手術における術後冠状面アライメント異常の発生因子．第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会，2021.4. 

京都 

38. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏：側方進入椎体間固定術

は椎間外骨性架橋形成の促進効果により脊柱安定化を導く．第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会，2021.4.京都 

39. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏：胸椎椎体骨折による大

量血胸 -過去11年の後ろ向きコホート研究より-．第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会，2021.4.京都 

40. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏：三次元ロッドベンダー

のナビゲーション機構を利用した術中脊柱冠状面アライメント評価法．第94回日本整形外科学会学術集会，2021.5 

41. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏：多椎間LLIFを利用し

た成人脊柱変形矯正手術における術後冠状面アライメント異常の発生因子．第94回日本整形外科学会学術集会，2021.5 

42. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮雄、神前拓平、山田宏：高齢者成人脊柱変形に

対する固定範囲を短縮した矯正固定術の術後中期成績．第94回日本整形外科学会学術集会，2021.5 

43. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、岩﨑博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏：胸椎椎体骨折による大

量血胸．第94回日本整形外科学会学術集会，2021.5 

44. 高見正成、太地良、筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、岩﨑博、長田圭司、村田鎮優、神前拓平、山田宏：3次元ロッドベンダーのナビゲー

ションシステムを利用した術中脊柱冠状面アライメント評価法. 第1回AO Japan Congress，2021.8.東京 

45. 高見正成、太地良、村田鎮優、神前拓平、湯川泰紹、山田宏.：3次元ロッドベンダーのナビゲーション機構を利用した新しい術中脊柱冠

状面アライメント評価法. 第30回日本脊椎インストゥルメンテーション学会，2021.10.名古屋市 

46. 高見正成、橋爪洋、岩崎博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、湯川泰紹、山田宏：半自動3次元ロッドベンダーを利

用した術中脊柱冠状面アライメント評価法. 第55回日本側彎症学会学術集会学術集会，2021.11.浜松 

47. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太：びまん性特発性骨増殖症（DISH）合併の胸腰椎椎体骨折に対する Balloon 

Kyphoplasty(BKP)の有用性. 第30回日本インスツルメンテーション学会, 2021.10. 名古屋  WEB発表 

48. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太、北裏清剛：びまん性特発性骨増殖症（DISH）合併の骨粗鬆症性胸腰椎椎体骨折

に対するBalloon Kyphoplasty (BKP)の有用性. 第11回最小侵襲脊椎治療学会, 2021.10. 東京  WEB発表 

49. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太、北裏清剛：脊柱管狭窄を合併した腰椎椎体骨折に対する経皮的椎体形成術と内視

鏡下後方除圧術の臨床成績. 第11回最小侵襲脊椎治療学会, 2021.10. 東京 WEB発表 

50. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太：歯突起後方偽腫瘍に対して頚椎カラー固定で偽腫瘍が縮小した 1 例. 第 56回日

本脊髄障害医学会, 2021.11. 栃木 WEB発表 

51. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太、北裏清剛：びまん性特発性骨増殖症（DISH）合併の骨粗鬆症性胸腰椎椎体骨折

に対するBalloon Kyphoplasty (BKP)の有効性. 第24回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2021.11. 東京 

52. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太、北裏清剛：脊柱管狭窄を合併した腰椎椎体骨折に対する経皮的椎体形成術と内視

鏡下後方除圧術の臨床成績. 第24回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 2021.11. 東京 



53. 谷口隆哉 西山大介 福井大輔 山中学 山田宏: Modofied Watoson-Jonesアプローチにおけるcup再置換術の患者立脚式評価の検討.
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54. 岩田勝栄、峠康：外傷後PIP関節軟骨欠損に対する肋骨肋軟骨移植術の1例．第64回日本手外科学会学術集会 2021.4. 長崎 

55. 西山大介、岩崎博、谷口隆哉、福井大輔、山中学、神前拓平、山田宏: 人工股関節置換術・脊椎骨盤固定術併存患者における人工関節脱

臼リスク評価－股関節屈曲動作シミュレーションによるインピンジメント解析－. 第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会. 2021.4. 

56. 西山大介、岩崎博、谷口隆哉、福井大輔、山中学、神前拓平、山田宏: 成人脊柱変形矯正固定術における術後座位骨盤傾斜予測式の信頼

性. 第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会. 2021.4. 

57. 西山大介、野中研人、曽根勝真弓、谷口隆哉、福井大輔、山中学、山﨑悟、川上守、山田宏: Two-incision THA後の健康関連QOLに影

響する術前因子 - EQ-5Dスコアを用いた検討-. 第51回日本人工関節学会. 2021.7. 

58. 長田圭司,上野健, 橋爪洋,岩崎博,筒井俊二,高見正成, 太地良, 村田鎮優, 神前拓平, 山田宏：高度救急救命センターにおける上位頚椎外傷

71例の臨床的特徴．AO spine Japan in Tokyo, 2021/08/28 

59. 長田圭司 岩崎博 橋爪洋 湯川泰紹 筒井俊二 高見正成 南出晃人 中川幸洋 太地良 村田鎮優 神前拓平 嶋崎彩華 橋本侑加子上田真耶 

吉田宗人 山田宏：腰部脊柱管狭窄症に対する脊椎内視鏡下除圧術の長期成績；―MELの10年後、2020 MEL project― Long-term follow 

up of microendoscopic laminectomy for lumbar spinal stenosis. 日本脊椎脊髄病学会 in 横浜,2021/4/24  

60. 長田圭司,橋爪洋,松山雄樹, 寺口真年, 吉村典子, 湯川泰紹 岩崎博,高見正成 筒井俊二 吉田宗人, 田中栄, 山田宏：上位頚椎椎間板高減少

は新規頚髄圧迫病変の予測因子となる〜大規模住民コホートの調査結果より〜The reduced disc height in upper cervical spine are 

associated with occurrence of cervical cord compression. 日本脊椎脊髄病学会 in 横浜,2021/4/24 

61. 福井大輔、馬場力哉、Stephanie Y Adachi、山田宏、Koichi Masuda：キメラデコイによる椎間板変性抑制 ―家兎腰椎椎間板変性モデ

ル ―  Chimera Decoy Oligodeoxynucleotide Attenuated Intervertebral Intervertebral Disc Degeneration In a Rabbit 

Anular-puncture Model．第36回日本整形外科学会基礎学術集会 

62. 下江隆司, 松山雄樹, 岡敬之, 橋爪洋, 上野友美, 宮井信行, 竹下達也, 有田幹生, 朝村真一, 山田宏:日本人一般住民におけるエクオール

産生能調査 -Wakayama Health Promotion Study-. 第64回日本手外科学会, 2021.4.22-23. 長崎市(web hybrid開催) 

63. 下江隆司, 橋爪洋, 松山雄樹, 林未統, 岩田勝栄, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 橋本侑加子, 嶋崎彩華, 竹下達也, 有田幹雄, 山田宏: 一般住民

における手指の変形性関節症と中枢性感作の実態 -Wakayama Health Promotion Study-. 第94回日本整形外科学会, 2021.5.20. 東京

(web hybrid開催) 

64. 下江隆司, 松山雄樹, 岡敬之, 橋爪洋, 上野友美, 宮井信行, 竹下達也, 有田幹雄, 朝村真一, 山田宏: 一般住民におけるエクオール産生能

の調査 -Wakayama Health Promotion Study-. 第36回日本整形外科学会基礎学術集会, 2021.10.14. 伊勢(web hybrid開催) 

65. 浅井宣樹，江川弘光，辻本修平： 手指屈曲障害を伴った手根管症候群の治療経験．第64回日本手外科学会学術集会，2011.4. 長崎 

66. 浅井宣樹，山田宏：腓骨筋腱滑車の過形成により発生した腓骨筋腱障害の2例．第46回日本足の外科学会学術集会，2021.11. 東京 

67. 寺口真年、中川幸洋、延與良夫、原田悌志、北山啓太: 成人脊柱変形に対するLIFとPPSを用いた2期的変形矯正手術のアライメント

変化とFBBとの相関．第30回日本インストルメンテーション学会 2021.10.1-2 名古屋 hybrid 

68. 寺口真年、米良好正、川上守、延與良夫、原田悌志、北山啓太、中川幸洋: 骨粗鬆症性椎体骨折に対して経皮的後方固定術の経過不良例

に対しBKPによるrecoveryし得た1例．第11回日本MIST学会 東京 2021.10.29-30 東京 hybrid  

69. 寺口真年、中川幸洋、延與良夫、原田悌志、北山啓太: 新鮮骨粗鬆症性椎体骨折のCT画像の有用性と腰痛遺残における画像因子の検討．

第23回日本骨粗鬆症学会 神戸 2021.10.8-10  

70. 中村憲太 中谷如希 山田宏 峠康 麻殖生和博 岩田勝栄 籠谷良平 山東茂樹 大西麻紀子 野田雄祐:Anterolateral supine THA

において関節包の温存は術後の脚延長を少なくする．第51回日本人工関節学会．2021.7.横浜 

71. 山中 学, Zhou Min, 谷口 亘, 西尾 尚子, 曽根勝 真弓, 玉井 英伸, 太地 良, 松山 雄樹, 上野 健, 中塚 映政, 山田 宏：マウス前帯状皮質に

おけるケタミンの鎮痛抑制効果．第 36 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2021.10. 伊勢 

72. 曽根勝真弓、下江隆司、木戸勇介、松山雄樹、山田宏: 簡便かつ確実な Pressure-clamped single-fiber recording 法の確立. 第 64 回日

本手外科学会, 2021.4. 長崎（ハイブリッド開催） 

https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8ER%92%86%8Aw%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5bZhouMin%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%92J%8C%FB%98j%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%90%BC%94%F6%8F%AE%8Eq%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%91%5D%8D%AA%8F%9F%90%5E%8B%7C%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8B%CA%88%E4%89p%90L%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%91%BE%92n%97%C7%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8F%BC%8ER%97Y%8E%F7%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8F%E3%96%EC%8C%92%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%92%86%92%CB%89f%90%AD%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%8ER%93c%8DG%5d/AU


73. 曽根勝真弓、Gu JG、岩﨑博、筒井俊二、谷口亘、下江隆司、神埜聖治、山中学、太地良、木戸勇介、松山雄樹、村田顕優、西尾尚子、

中塚映政、山田宏: 単一軸索記録を簡便にしたPressure-clamped single-fiber recording 法 -神経皮膚標本への応用-. 第 32 回日本末梢

神経学会, 2021.9. 和歌山 

74. 曽根勝真弓、岩﨑博、筒井俊二、谷口亘、下江隆司、神埜聖治、山中学、太地良、木戸勇介、松山雄樹、山田宏: 各種触覚機械受容器は

それぞれ異なる電位依存性カリウムチャネルを有する. 第 36 回日本整形外科学会基礎学術集会, 2021.10. 伊勢 

75. 玉井英伸，山中学，谷口亘，太地良，西尾尚子，中塚映政，山田宏：関節内TRPA1の変形性膝関節症モデルラットにおける電気生理学

的・行動学的検討 第43回日本疼痛学会，2021.12.10-11 愛知（※オンラインに変更） 

76. 玉井英伸，山中学，谷口亘, 太地良, 松山雄樹, 上野健, 西尾尚子，中塚映政，山田宏：変形性膝関節症モデルラットにおけるTRPA1の

電気生理学的・行動学的検討 第18回 整形外科痛みを語る会, 2021.6.26 和歌山（※オンラインに変更） 優秀演題賞 

77. 太地良, 山中学, 谷口亘, 西尾尚子, 曽根勝真弓, 筒井俊二, 中塚映政, 山田宏: リルゾールの神経障害性疼痛抑制作用と脊髄後角におけ

るシナプス伝達抑制作用. 第36回日本整形外科学会基礎学術集会, 2021.10. 津 

78. 太地良, 高見正成, 橋爪洋, 湯川泰紹, 岩崎博, 筒井俊二, 長田圭司, 村田鎮優, 神前拓平, 山田 宏: 成人脊柱変形手術のL5/S PLIFにお
ける側方椎間解離の有効性. 第11回日本成人脊柱変形学会, 2021.3. 盛岡 

79. 木戸勇介, 下江隆司, 曽根勝真弓, 松山雄樹, 村田顕優, 垣田真理, 三上幸夫, 田島文博, 山田宏: 車いすマラソン競技者における肘部管症

候群. 第64回日本手外科学会, 2021.4.22-23. 長崎市 (hybrid開催) 

80. 村田鎮優、筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、岩崎博、高見正成、長田圭司、太地良、神前拓平、山田宏: 後期高齢者に対する長範囲矯正固

定術の手術成績-前期高齢者と後期高齢者の手術成績、合併症の比較-. 第11回日本成人脊柱変形学会, 2021.3. 岩手 

81. 村田鎮優、橋爪洋、岡裕之、筒井俊二、寺口真年、石元優々、長田圭司、吉村典子、吉田宗人、山田宏: 高齢者における骨盤代償機構と

姿勢異常、腰痛との関係. 第11回日本成人脊柱変形学会, 2021.3. 岩手 

82. 村田鎮優、長田圭司、岩崎博、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、中川幸洋、筒井俊二、高見正成、太地良、神前拓平、嶋崎彩華、橋本侑加

子、上田真耶、吉田宗人、山田宏: 選択的除圧の範囲外とした放射線学的脊柱管狭窄は腰椎内視鏡下後方除圧術の長期成績に影響するの

か？；―MELの10年後、2020 MEL project―. 第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2021.4. 京都 

83. 村田鎮優、筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、岩崎博、高見正成、長田圭司、太地良、神前拓平、山田宏: 後期高齢者に対する長範囲矯正固

定術のリスクとベネフィット-前期高齢者と後期高齢者の手術成績、合併症の比較-. 第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2021.4. 京都 

84. 村田鎮優、橋爪洋、岡裕之、筒井俊二、寺口真年、石元優々、長田圭司、吉村典子、吉田宗人、山田宏: 高齢者における骨盤代償機構と

姿勢異常、腰痛との関係. 第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2021.4. 京都 

85. 村田鎮優、岩崎博、橋爪洋、湯川泰紹、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、神前拓平、山田宏: 成人脊柱変形手術後早期の臀部・

鼠径部痛は仙腸関節障害の可能性がある-超音波ガイド下仙腸関節ブロックを用いた診断および治療の有用性-. 第50回日本脊椎脊髄病学

会学術集会, 2021.4. 京都 

86. 村田鎮優、岩崎博、橋爪洋、湯川泰紹、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、神前拓平、山田宏: 成人脊柱変形手術後早期に出現す

る臀部・鼠径部痛は仙腸関節障害の可能性がある. 第94回日本整形外科学会学術総会, 2021.5. 石川 

87. 村田鎮優、筒井俊二、橋爪洋、岩崎博、高見正成、長田圭司、太地良、神前拓平、湯川泰紹、山田宏：前期高齢者と後期高齢者に対する

成人脊柱変形手術の成績比較と術前フレイルの影響. AO spine annual meeting，2021.8．東京 

88. 村田鎮優、橋爪洋、岡裕之、筒井俊二、寺口真年、石元優々、長田圭司、吉村典子、吉田宗人、山田宏: 高齢者における骨盤代償機構と

姿勢異常、腰痛との関係: 日本整形外科学会基礎学術集会. 2121.10. 三重 

89. 神前拓平，橋爪洋，岡敬之，大橋暁，熊野洋，山本衛，岩﨑博，筒井俊二，高見正成，長田圭司，太地良，村田鎮優，山田宏．成人脊柱

変形手術後に股関節に働く応力は増加する．第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2021.04）京都 

90. 神前拓平、橋爪洋、吉村典子、石元優々、岡敬之、寺口正年、長田圭司、吉田宗人、山田宏．地域住民における脊柱起立筋脂肪浸潤割合

は3年後の腰痛及び関連障害- The Wakayama Spine Study- 第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2021.04）京都 

91. 神前拓平、湯川泰紹、橋爪洋、岩﨑博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優 山田宏．MRI矢状断で椎体レベルに認める

輝度変化はpincer mechanismとは異なる機序で発生している可能性がある 第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2021.04）京都 

92. 神前拓平、橋爪洋、湯川泰紹、岩﨑博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優、山田宏．成人脊柱変形手術後に進行する股

関節症は隣接関節障害が病態として考えられる．第50回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2021.04）京都 



93. 神前拓平、橋爪洋、湯川泰紹、岩﨑博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優、山田宏．成人脊柱変形術後の近位隣接椎間

障害の発生リスクに術前座位の可動域評価は有用である。第94回日本整形外科学会学術集会（2021.05） 東京 

94. 神前拓平、橋爪洋、湯川泰紹、岩﨑博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優、山田宏．仙腸関節固定を伴う成人脊柱変形

手術後の隣接椎間障害としての股関節症 第94回日本整形外科学会学術集会（2021.05） 東京 

95. 神前拓平、橋爪洋、湯川泰紹、岩﨑博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優、山田宏．成人脊柱変形術後の隣接関節障害

としての股関節症 第58回日本リハビリテーション医学会学術集会 (2021.06) 京都 

96. 神前拓平、湯川泰紹、橋爪洋、岩﨑博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優、山田宏．MRI 矢 状 断 で 椎 体 レ ベ ル 

に 認 め る 輝 度 変 化 の 有 所 見 率 と 考 え ら れ る 病 態：pincer mechanism とは異なる機序で発生している可能性がある 

第1回AO Japan Congress（2021.08）東京 

97. 神前拓平、筒井俊二、山本衛、村田顕優、山田宏. 成人脊柱変形手術における下位胸椎部固定上位端における最適なインプラントの選択

に関する有限要素法を用いた力学的検討  第36回日本整形外科学会基礎学術集会 (2021.10) 三重 

98. 神前拓平、橋爪洋、岡敬之、大橋暁、熊野洋、山本衛、岩﨑博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優、山田宏．脊椎骨盤

固定術後の隣接椎間障害としての股関節症：有限要素解析を用いて 第36回日本整形外科学会基礎学術集会 (2021.10) 三重 

99. 神前拓平、福井大輔、山本衛、西山大介、山中学、玉井英伸、山田宏. 内側半月板逸脱とアライメントが膝関節応力負荷に及ぼす影響－

有限要素法による解析－  第36回日本整形外科学会基礎学術集会 (2021.10) 三重 

100. 下程俊弥 谷口隆哉 西山大介 福井大輔 山中学 山田宏: Windswept deformityを呈したcoxitis kneeに対して2期的に人工股関節

置換術、人工膝関節置換術を行った一例 . 日本人工関節学会 2021 3 

101. 松山雄樹、下江隆司、橋爪 洋、林 未統、岩田勝栄、曽根勝真弓、宮井信行、竹下達也、有田幹雄、山田 宏: 本邦における Dupuytren

拘縮の有病率 -Wakayama Health Promotion Study-, 第64回日本手外科学会学術集会, 2021.4.22-23. 長崎市(web hybrid開催) 

102. 山本章, 谷口隆哉, 谷口亘, 西山大介, 福井大輔, 山中学, 原田悌志, 玉井英伸, 下程俊弥, 上野健, 山田宏：先天性骨幹端異形成症患者に

対する人工関節全置換術の一例. 第51回日本人工関節学会, 2021.7.8. 神奈川 

103. 上野健、山中学、谷口隆哉、谷口亘、西山大介、福井大輔、玉井英伸、山田宏：インプラント周囲の非定型大腿骨骨折に

対して人工股関節再置換術を施行した1例 第５１回日本人工関節学会，2021.7.8.神奈川 

104. 上野健、村田鎮優、岩﨑博、橋爪洋、湯川泰紹、南出晃人、神前拓平、山田宏：頚椎前方固定術後の合併症対策-超音波診

断装置を用いた新しい上気道評価-  2021 AO Spine Japan Conference/Congress,2021.8.28,神奈川 

105. 神前貴洋、山中学、谷口隆哉、西山大介、福井大輔、谷口亘、山田宏：インプラント周囲の非定型大腿骨骨折に対して人工股関節再置換

術を施行した1例. 第51回日本人工関節学会. 2021.7. 

 

d) 地方学会 

1. 谷口泰德、北野岳史、殿尾守弘、星野晶子、幸田剣、田島文博：橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレート固定術後に発生した長

母指屈筋皮下断裂の3例. 第49回日本リハビリテーション医学会 近畿地方会,2021.8.大阪府高槻市   

2. 南出晃人：BKPの至適適応−BKP実施時期による安全性及び有効性の検討．BKP発売10周年セミナー，宇都宮, Web講演，2021. 1. 

3. 南出晃人：BKPの至適適応−BKP実施時期による安全性及び有効性の検討．第2回栃木・茨城椎間板ヘルニア治療WEBセミナー，宇

都宮, Web講演，2021. 4. 

4. 南出晃人：健康寿命延伸をめざした低侵襲脊椎外科手術の役割−脊椎内視鏡手術と骨粗鬆症治療を中心に. 上都賀郡市医師会学術講演会，

鹿沼市（栃木県），2021. 4. 

5. 南出晃人：健康寿命延伸をめざした低侵襲脊椎外科手術の役割−脊椎内視鏡手術と骨粗鬆症治療を中心に．2021宇都宮Webinar, Web講

演, 2021. 5. 



6. 南出晃人：健康寿命延伸を目指した骨粗鬆症治療を考える−骨粗鬆症性椎体骨折の早期治療と薬物治療. Orthopedic Forum in 

Wakayama Online，和歌山, Web講演，2021. 7. 

7. 南出晃人：健康寿命延伸を目指した骨粗鬆症治療−骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期経皮的椎体形成術. 東海エリアVBSハイブリッド形

式セミナー，名古屋, Web講演，2021. 9. 

8. 南出晃人：健康寿命延伸をめざした低侵襲脊椎外科手術の役割. Spine Expert Meeting，東京, Web講演，2021. 11. 

9. 南出晃人：健康寿命延伸を目指した骨粗鬆症治療を考える−骨粗鬆症性椎体骨折の早期治療と薬物治療. 第 25 回立川整形外科懇話会，

Web講演，2021. 11. 

10. 南出晃人：健康寿命延伸をめざした骨粗鬆症性椎体骨折の治療戦略. 山梨Balloon Kyphoplasty医療連携会，Web講演，2021. 11. 

11. 南出晃人：健康寿命延伸をめざした低侵襲脊椎外科手術の役割 ―脊椎内視鏡手術と骨粗鬆症性椎体骨折治療を中心に.  第10回東京スパ

インカンファレンス，東京, Web講演，2021. 11. 

12. 南出晃人：骨粗鬆症性椎体骨折に対するステントバルーンを用いた椎体形成術 早期適応の意義−私の経験から．関西 OVF Seminar，

Web講演，2021. 12. 

13. 南出晃人：骨粗鬆症性椎体骨折に対する椎体形成術の再考．Online Tohoku OVF Seminar，Web講演，2021. 12. 

14. 北野陽二, 川村晃太, 谷上正純：陳旧性Terrible triad injuryの治療経験 第137回中部整形外科災害外科学会学術集会.2021.10.4 

15. 筒井俊二、橋爪 洋、岩﨑 博、高見正成、長田圭司、山田 宏：LIFを用いた成人脊柱変形手術の術後5年時の成績：短椎間固定と長

範囲固定の術後2年時との比較. 第137回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 2021.10. 石川 

16. 筒井俊二、橋爪洋、湯川泰紹、岩﨑博、高見正成、山田宏：成人脊柱変形に対するLIFを用いた下位胸椎骨盤固定術のロッド折損に再手

術は必要か？ 第136回中部日本整形外科災害外科学会学術集会 2021.4. 兵庫 

17. 高見正成、太地良、筒井俊二、橋爪洋、岩﨑博、山田宏：3次元ロッドベンダーのナビゲーション機構を利用した術中脊柱冠状面アライ

メントの評価法. 第135回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会，2021.10.金沢 

18. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、米良好正、北山啓太：びまん性特発性骨増殖症（DISH）合併の胸腰椎椎体骨折に対する Balloon 

Kyphoplasty(BKP)の有用性. 第455回整形外科集談会京阪神地方会, 2021.2. 大阪 WEB発表 

19. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太、北裏清剛：HAスペーサーを用いた棘突起縦割頚椎脊柱管拡大術におけるLamina 

closureの危険因子と臨床成績. 第137回中部日本整形災害外科学会学術集会, 2021.10. 金沢 WEB発表 

20. 谷口隆哉：非定型大腿骨骨折及び非定型インプラント周囲骨折の存在と対策.大阪臨床整形外科医会 2021 11 

21. 西山大介:関節リウマチ患者に対する骨粗鬆症治療. 2021.1. 第18回和歌山最小侵襲整形外科（MIOS）フォーラム 

22. 西山大介:スマートフォン内蔵小型六軸センサ（加速度、角速度）を用いた歩行分析.第10回和歌山関節外科の会 2021.1.和歌山 

23. 長田圭司、辻本修平、平一裕、石元優々、山田宏：骨盤外傷に対する新しい骨盤輪後方再建法 ～S2AIもしくはSubcrestal iliac screw

を用いての再建～  和歌山整形外科医会 in和歌山, 2021/2/6 

24. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: ホルモン療法に関連する手の障害 -エクオールの使用例を含めて-. 第

137回中部整災, 2021.10.8. 金沢市 (web開催) 

25. 寺口真年, 延與良夫, 原田悌志, 北山啓太, 北裏清剛, 中川幸洋: 骨粗鬆症性椎体骨折に対する経皮的椎体形成術の良好な術後成績は早期

診断が重要である．第136回 中部日本整形外科災害外科学会 2021.4.9-10 web 

26. 平一裕：下腿骨折の術後感染に対し骨髄点滴で治癒した２例. 第18回最小侵襲整形外科学会,2021.1. 和歌山  

27. 北山啓太, 延與良夫, 寺口真年, 原田悌志, 中川幸洋 : 超高齢者の骨粗鬆症性椎体骨折に対するBalloon Kyphoplasty (BKP)の有用性. 第

456回整形外科集談会京阪神地方会, 2021.7. 大阪 

28. 北山啓太, 延與良夫, 寺口真年, 原田悌志, 中川幸洋 :食道裂孔ヘルニアを合併した骨粗鬆症性椎体骨折に対して経皮的椎体形成術(BKP)

を施行した1例. 第137回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2021.10. 金沢 

29. 太地良, 山中学, 谷口亘, 西尾尚子, 曽根勝真弓, 筒井俊二, 中塚映政, 山田宏: リルゾールのアロディニア抑制効果とラット脊髄後角に

おけるシナプス伝達抑制作用. 第18回整形外科痛みを語る会，2021.6. オンライン 

30. 太地良, 高見正成, 橋爪洋, 湯川泰紹, 南出晃人, 中川幸洋, 岩崎博, 筒井俊二, 岡田基宏, 村田鎮優, 神前拓平, 山田宏: 成人脊柱変形手

術におけるL5/S PLIFでの前弯角度獲得の工夫. 2021 AO Spine Japan Conference/Congress, 2021.8. 東京 

31. 太地良, 谷口亘, 山中学, 西尾尚子, 筒井俊二, 曽根勝真弓, 中塚映政, 山田宏: ラット脊髄後角細胞におけるリルゾールのシナプス伝達

https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%96k%96%EC%97z%93%F1%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%90%EC%91%BA%8DW%91%BE%5d/AU
https://search.jamas.or.jp/api/opensearch?q=%5b%92J%8F%E3%90%B3%8F%83%5d/AU


抑制作用. 第9回ニューロカンファレンス和歌山, 2021.1. 和歌山 

32. 太地良, 高見正成, 村田鎮優, 山田宏: 腰椎椎間板ヘルニアの2根障害に対する経椎間孔アプローチによるMED法. 第18回和歌山MIOS

フォーラム, 2021.1. 和歌山 

33. 太地良, 湯川泰紹, 山田宏: 頚椎人工椎間板置換術を経験して. 第29回和歌山県整形外科医会学術集会, 2021.2. 和歌山 

34. 増田圭哉：両側一過性大腿骨頭萎縮症の一例. 第31回和歌山県整形外科医会, 2021.2. 和歌山 

35. 木戸勇介, 下江隆司, 曽根勝真弓, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: キーンベック病による環指伸筋腱断裂の一例. 第89回和歌山医学会総会, 

2021.7.4. 和歌山市 

36. 木戸勇介, 下江隆司, 曽根勝真弓, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: キーンベック病による環指伸筋腱断裂の一例. 第 137 回中部整災, 

2021.10.8. 金沢市 (web開催) 

37. 井上慎吾, 神埜聖治, 下江隆司, 山田宏：異型脂肪腫様腫瘍との鑑別を要する良性腫瘍 atypical pleomorphic lipomatous tumorの1例．

第137回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会，2021.10 

38. 井上慎吾、下江隆司、神埜聖治、太地良、松山秀樹、木戸勇介、山田宏：内軟骨腫掻爬術における関節鏡・顕微鏡下確認の取り組みにつ

いて．第18回和歌山最小侵襲整形外科フォーラム, 2021.1. 和歌山 

39. 井上慎吾、浅井宣樹、西澤佑介、谷口亘：極めて希な距骨後突起内側結節骨折の一例．和歌山県整形外科医会 学術総会, 2021.2. 和歌山 

40. 井上慎吾、西澤佑介、下江隆司、谷口亘：脛骨遠位端Triplane骨折の一例．第89回和歌山医学会総会，2021.7. 和歌山 

41. 井上慎吾, 下江隆司, 神埜聖治, 太地良, 松山雄樹, 木戸勇介, 山田宏：内軟骨腫掻爬術における関節鏡・顕微鏡下確認の取り組みについ

て．第89回和歌山医学会総会，2021.7. 和歌山 

42. 北裏卓也：外来診療室でエコーガイド下に摘出し得た母指球内異物の一例2021.7.4, 137回中部整形外科災害外科学会学術集会.2021.10.4

和歌山市 

43. 北裏卓也, 曽根勝真弓, 下江隆司, 増田圭哉, 夏見勇多, 山田宏：従来であれば切開が必要であった体内異物をエコーガイド下に短時間で摘

出し得た一例 第137回中部整形外科災害外科学会学術集会.2021.10.4 

44. 神前拓平、長田圭司、南出晃人、岩﨑博、山田宏 頚椎症性脊髄症に認めた身体兆候としての脊髄性間欠跛行の2例 第456回整形外科

集談会京阪神地方会(2021.07) 

45. 神前拓平、橋爪洋、岩﨑博、筒井俊二、高見正成、長田圭司、太地良、村田鎮優、山田宏 仙腸関節固定を伴う成人脊柱変形手術は術後

股間説症発祥のリスクとなりえる 第137回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 (2021.10) 石川 

46. 下程俊弥, 福井大輔, 谷口隆哉, 西山大介, 山中学, 山田宏:UKA 後に発生した遊離セメント片による疼痛のため関節鏡視下摘出術を施行

した一例. 第31回和歌山県整形外科医会 2021.2. 和歌山 

47. 下程俊弥, 福井大輔, 谷口隆哉, 西山大介, 山中学, 山田宏, 宮本選:内側半月板後角損傷に対するpull out repair法の中期成績.第18回和

歌山最小侵襲整形外科（MIOS）フォーラム2021.1. 和歌山 

48. 橋本光司：仰臥位用ポータブルナビゲーションを用いたtwo incision approach THAでのCup設置角精度の検討. 和歌山MIOSフォー

ラム, 2021.1. 和歌山 

49. 橋本光司：緑膿菌による化膿性手関節炎の1例. 和歌山医学会総会, 2021.7. 和歌山 

50. 松山雄樹,山中 学,西尾尚子,玉井英伸,太地 良,上野 健,三宅 稜,中塚映政,山田 宏: 変形性膝関節症モデルラットにおける微小血管塞栓術

の鎮痛効果, 第18回痛みを語る会, 2021.6.26 Web 

51. 松山雄樹、曽根勝真弓、木戸勇介、山田宏: 短橈側手根屈筋を認めた橈骨遠位端骨折の2例. 第89回和歌山医学総会, 2021.7.4. 和歌山市 

(hybrid開催) 

52. 松山雄樹、神埜聖治、山田 宏: Salmonella Enteritidis による胸壁膿瘍の 1 例, 第 137 回中部日本整形外科災害外科学会・学術学会, 

2021.10 (Web開催) 

53. 上野健、谷口隆哉、谷口亘、西山大介、福井大介、山中学、山田宏：人工股関節再置換術症例におけるModified Watson Jones 

アプローチの有用性, 第18回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム, 2021.1.16.和歌山 
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54. 上野健、湯川泰紹、高見正成、山田宏、幸田剣、田島文博、西畑雅由、藤井啓介、川股知之、村上大地、保富宗城 頚胸

椎後方手術後に窒息を生じた脊柱靭帯骨化症の1例，第31回 和歌山県整形外科医会 2021.2.6.和歌山 

55. 上野健、村田鎮優、岡田基宏、高見正成、岩崎博、野村和教、吉田宗人、山田宏：腫瘍増大に備えた椎弓切除術と硬膜形

成が25年間有効であった脊髄脂肪腫の1例 第55回脊椎外科を学ぶ会,2021.2.13.Web 

56. 上野健、山中学、谷口隆哉、谷口亘、西山大介、福井大輔、玉井英伸、原田悌二、山田宏：Superior approach法を用いた

人工骨頭挿入術の治療経験 第89回和歌山医学会総会，2021.7.4.和歌山 

57. 上野健、村田鎮優、岩﨑博、橋爪洋、神前拓平、山田宏 ：頚椎前方固定術後の上気道管理における超音波診断装置の有用

性, 第56回脊椎外科を学ぶ会 ，2021.10.16. web 

58. 上野健、村田鎮優、岩﨑博、橋爪洋、神前拓平、山田宏：頚椎前方固定術後の超音波診断装置を用いた新しい上気道評価，

第137回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2021.10.8.web 

59. 川村晃大、村田鎮優、山田宏：上位頚髄障害にて下垂手が生じた1例、第89回和歌山医学会総会、2021.7. 和歌山 

60. 野田雄祐, 中谷如希, 峠康, 麻殖生和博, 岩田勝栄, 籠谷良平, 中村憲太, 山東茂樹, 大西麻紀子：前方関節包を温存した Anterolateral 

supine approach THAの治療成績について. 和歌山MIOS, 2021.1 

61. 野田雄祐, 中谷如希, 峠康, 麻殖生和博, 岩田勝栄, 籠谷良平, 中村憲太, 山東茂樹, 大西麻紀子：非定型大腿骨骨折に対する順行性髄内釘

術後に大腿骨前方骨皮質を穿破した１例. 和歌山医学, 2021. 5 

62. 野田雄祐, 高見正成, 前田孝浩, 湯川泰紹, 山田宏：後弓切除術後に増大した歯突起後方偽腫瘍に対し再手術を要した 1 例.中部整災, 

2021.10 

63. 村田顕優，長田圭司，橋爪洋，筒井俊二，山田宏，須佐忠史：成人発症の化膿性仙腸関節炎に対して早期診断が可能であった1例．第89

回和歌山医学会総会，2021.7.4. 和歌山 

64. 村田顕優，下江隆司，平野三好，曽根勝真弓，木戸勇介，松山雄樹，須佐忠史，山田宏：母指MP関節掌側脱臼の1例．第89回和歌山医学

会総会，2021.7.4. 和歌山 

65. 村田顕優，下江隆司，平野三好，曽根勝真弓，木戸勇介，山田宏：母指MP関節掌側脱臼の1例．第137回中部日本整形外科災害外科学会，

2021.10.8. 金沢(web) 

66. 村田顕優，下江隆司，曽根勝真弓，木戸勇介，松山雄樹，山田宏：指用イリザロフ創外固定器を用いて治療したPIP関節内開放性粉砕骨

折の1例．第18回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム，2021.1.16. 和歌山 

67. 三宅稜 長田圭司 平一裕 辻本修平 山田宏：遅発性対麻痺を生じたびまん性特発性骨増殖症による頚椎骨折の1例 第89回和歌山

医学会総会、2021.7.4 和歌山 

68. 三宅稜 西山大介 谷口隆哉 福井大輔 山中学 山田宏：陳旧性寛骨臼横骨折に対して臼蓋再建を行わず一期的にTHAを施行した1

例 第137回中部日本整形外科学会・学術集会、2021.10.8 web 

69. 坂井智, 福井大輔, 谷口隆哉, 西山大介, 山中学, 山田宏:アスリートに生じた有痛性分裂膝蓋骨の治療経験.第18回和歌山最小侵襲整形外

科（MIOS）フォーラム2021.1. 和歌山 

70. 神前貴洋、福井大輔、谷口隆哉、西山大介、山中学、坂井智、山田宏: 有痛性分裂膝蓋骨に対して関節鏡下外側支帯切離と経皮的骨穿孔

術を施行した2例. 第137回中部日本整形外科災害外科学会学術集会. 2021.10 



 

e) その他 フォーラム、セミナー、研究会、講習会、ワークショップ等 

1. 橋爪洋：慢性腰痛の原因と運動の効能について．令和3年度第8回最新の医学・医療カンファランス（和歌山県立医科大学オンライン市

民公開講座），2021．12，Web 

2. 橋爪洋：運動器診療における神経障害性疼痛の診断と治療．疼痛診療web seminar，2022．1，Web． 

3. 橋爪洋：運動器診療における神経障害性疼痛の診断と治療．運動器診療Update，2021．9，Web. 

4. 橋爪洋：骨粗鬆症性椎体骨折とロコモティブシンドローム 疫学データを中心とする考察．KANSAI骨粗鬆症治療WEB講演会，2021．

6，Web． 

5. 橋爪洋：運動器診療における神経障害性疼痛の診断と治療．Pain Live Symposium, 2021．6，Web. 

6. 松本卓二：（Web セミナー）高齢者上腕骨近位端骨折に対する新しい治療戦略 - 骨折治療の最適化 –．Smith and Nephew Trauma 

Concentrated Seminar 2021 上腕骨近位端骨折治療のNext Step 2021/5/14  

7. 山﨑悟：「変形性膝関節症について」和歌山放送  ラジオ 健康相談  2021.6.21-25  

8. 麻殖生和博：80歳以上の高齢者における脊椎手術. Pain Live Symposium ～脊椎疾患と疼痛治療～ 南大阪整形外科セミナー.2021.3. 

泉佐野 

9. 岩﨑博：脊椎外科医が提唱する脊柱管外疼痛. Knight seminar 謎多き腰臀部痛の痛みPart2, 2021.1.22. Web 

10. 岩﨑博：全集中！メスとプローブの二刃流 ～Spine Surgeon 脊椎領域下のエコー応用をかく語りき～.  エコー侍の超音波解剖学教室, 

2021.1.31. Web 

11. 岩﨑博：運動器エコーを用いた新しい疼痛治療－脊椎疾患に対する超音波ガイド下インターベンション- 整形外科医のためのWEBセミ

ナー, 2021.2.4. Web 

12. 岩﨑博：Dr. Iwasakiの頚椎疾患治療のnew normal. 第1回中之島WEB, 2021.2.7. Web Forum 

13. 岩﨑博：先進運動器エコーフォーラムStep up ZOOMセミナー KNIGHT SEMINAR2021 謎多き腰臀部の痛み～ラウンドテーブル

（座談会）～, 2021.2.27. Web 

14. 岩﨑博：知っておくべき神経内科疾患. コニカミノルタ先進運動器エコーセミナー 『運動器超音波診療の最新トピック2021～見えない

ものから未来が見える～』第2部：領域の壁を超える～うちじゃありません～. 日本整形外科超音波学会, 2021.3.20. Web 

15. 岩﨑博：エコーで頚部を語らう①神経根へのアプローチ 脊椎外科医の立場から. 第7回大江戸運動器エコー研究会,  2021.6.5 . Web 

16. 岩﨑博：エコーで頚部を語らう②頚部痛へのアプローチ 脊椎外科医の立場から. 第7回大江戸運動器エコー研究会,  2021.6.5 . Web 

17. 岩﨑博, 村田鎮優, 曽根勝真弓, 山田宏：頚椎症性神経根症における後頚部・肩甲部痛に対する外来エコーガイド下注射－脊髄神経前枝と

後枝を意識した治療法－. 第32回日本整形外科超音波学会学術集会, 2021.7.17-7.18. 奈良 

18. 岩﨑博, 石元優 ,々 曽根勝真弓, 山田宏：馬尾・神経根・脊髄神経～そして坐骨神経へ～. The 2nd NeuroMusculoskeletal Ultrasound 

Online Meeting of SMAP, 2021.08.09. Web 

19. 岩﨑博：肩こり・腰痛に対する超音波ガイド下インターベンション. 第9回整形外科疼痛研究会, 2021.9.4 和歌山 

20. 岩﨑博：医師の頚椎・腰椎に対する評価・治療～脊柱管内へのアプローチ～.  運動器リハ部 Online RUSI, 2021.9.23. Web 

21. 岩﨑博：本当は楽しい！？神経根診療. 第7回城南運動器エコー研究会, 2021.10.23. Web 

22. 岩﨑博：THE診断学 岩﨑の頚 上巻 ～身体所見の巻～. エコー侍の超音波解剖学教室, 2021.10.31. Web 

23. 岩﨑博：全集中！頚椎神経根ブロック 脊椎外科医の立場から. 超実践！ エコーガイド下インターベンションセミナー2021～苦手な頚

部を克服しよう！～, 2021.10.31. Web 

24. 岩﨑博：THE診断学 岩﨑の頚 下巻 ～画像所見の巻～. エコー侍の超音波解剖学教室, 2021.12.19. Web 

25. 高見正成：『脊椎内視鏡手術の実際』 リハビリテーション科クルズス，2021.12  

26. 谷口隆哉：Full HA stem–Actis stemのrevision症例.Actis セミナー 2021 6 

27. 岩田勝栄：整形外科医の３『みる』～整形外科医は何をみているか？肘以遠を中心に～第58回和歌山イメージングセミナー 2021.6 和

歌山 

28. 岩田勝栄：屈筋腱の引き抜きを伴った前腕開放骨折の1例．第1回和歌山重度四肢外傷『Peer Review Web Meeting』 2021.6 Web 

29. 西山大介:旭化成ファーマ社内勉強会「人工関節手術と薬物療法について」 2021.1.和歌山 



30. 西山大介:スマートフォンを用いた跛行解析. Osaka Hip Meeting under50. 2021.9. 

31. 西山大介: 骨粗鬆症薬の使い分けについて. 旭化成ファーマ社内勉強会.2021.12. 

32. 西山大介: スマートフォンを用いた歩行障害の解析. 和歌山運動器疾患フォーラム2021.2021.12. 

33. 浅井宣樹，下園英史，玉置哲也：右下肢変形を伴ったProteus症候群の1例．第35回近畿足の外科研究会，2021.2. 大阪 

34. 浅井宣樹，下園英史，玉置哲也：二分脊椎に合併した内反尖足の1例．第36回近畿足の外科研究会，2021.2. 大阪 

35. 浅井宣樹：日常診療における足部の疾患．第9回整形外科疼痛研究会，2021.9. 和歌山 

36. 平一裕：多発外傷に伴った大腿コンパートメント症候群、下腿開放骨折Ⅲbの1例.第1回和歌山peer review meeting, 2021.6. 

37. 平一裕：脛骨骨幹部骨折における髄内釘固定 -遠位1/3骨折に対する工夫とFINISH REAMERの使用経験- 第２回Wakayama Rosai 

Trauma Meeting, 2021.7. 

38. 中村憲太：インプラント周囲骨折の治療 第１回 wakayama rosai trauma meeting 2021.3 

39. 中村憲太：足関節果部骨折のいろいろ 第２回 wakayama rosai trauma meeting 2021.7 

40. 山中学：Hydroxyapatite-coated compaction short stem”Actis”の短期成績からみる特徴．Hip Local座談会，2021.11.17．Web 

41. 曽根勝真弓、下江隆司、岩﨑博、山田宏: 腱の診かた. The 2nd NeuroMusculoskeletal Ultrasound Online Meeting of SMAP, 2021.8. 

WEB 

42. 曽根勝真弓: 単一軸索記録からの細胞外記録を可能にした、Pressure-clamped single-fiber recording 法の確立. 第 9 回整形外科疼痛研

究会, 2021.9. 和歌山 

43. 曽根勝真弓、下江隆司、山田宏: 見えるとわかる！わかると楽しい手外科エコー. 第 3 回和歌山県手外科研究会, 2021.9. 和歌山 

44. 玉井英伸, 山中学, 谷口亘, 太地良, 西尾尚子, 中塚映政, 山田宏：変形性膝関節症モデルラットにおけるTRPA1発現の電気生理学的検討, 

第９回ニューロカンファレンス 2021.1.9 和歌山 

45. 玉井英伸, 山中学, 谷口亘, 西尾尚子, 太地良, 松山雄樹, 上野健, 三宅稜, 中塚映政, 山田宏：膝関節内 TRPA1 活性は変形性膝関節症の

疼痛を増強する, 第17回TRP研究会 2021.12.17  和歌山 

46. 木戸勇介, 北野陽二, 米良好正, 岩橋弘樹, 谷上正純, 北裏卓也: 小児陳旧性橈骨頭脱臼の 1 例. 第 127 回近畿手外科研究会, 2021.11.20. 

(web開催) 

47. 上野健：内側半月板後根損傷と逸脱について〜早期OAの予防と進行抑制. 第17回骨関節靭帯フォーラム, 2021.9.11.和歌

山 

 

受賞 

1. 第456回整形外科集談会京阪神地方会 Best Paper Award 

神前拓平 長田圭司 南出晃人 岩﨑博 山田宏：頚椎症性脊髄症に認めた身体兆候としての脊髄性間欠跛行の2例 

 

教育 

1. 延與良夫：令和3年 大学院教員FD研修会「慢性炎症におけるTNFの役割」 

2. 延與良夫：河崎リハビリテーション大学 整形外科講義 2021年12月10日 

3. 延與良夫：河崎リハビリテーション大学 整形外科講義 2021年12月24日 

 

研究費交付状況 

1. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 山田宏、研究分担者 岡敬之、橋爪洋：地域住民を対象とした生活習慣病予防等健康づくりの

推進のための栄養・運動・休養複合型プログラム（対面・オンラインハイブリット型）の開発に向けた基盤研究 

2. 文部科学省科学研究補助金（挑戦的萌芽）研究代表者 山田宏、研究分担者 原田悌志、南方邦彦：特発性大腿骨頭壊死症に対するMuse

細胞を用いた革新的治療法の開発 

3. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 山崎正志、研究分担者 山田宏：脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 



4. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 橋爪 洋、研究分担者 岡敬之：傍脊柱筋サルコペニアのMRI診断基準確立と

超音波エコー評価システムの開発 

5. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 岡敬之、研究分担者 橋爪洋：自治体におけるロコモティブシンドローム対策の体制整備：臨

床情報・筋肉超音波の人工知能評価を用いた効果的な予防・介入方法の実証 

6. 文部科学省科学研究補助金（開拓）研究代表者 牟礼佳苗，橋爪洋，吉村典子：生活習慣病としてのサルコペニアの早期予知及び診断マ

ーカーの開発 

7. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究S）田中栄，齋藤琢，藤尾圭志，吉村典子，橋爪洋，岡田随像，小松紀子，小俣康徳：骨・関節細

胞のダイナミクスと免疫系の制御を包括した統合運動器学の確立．  

8. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 岡敬之、研究分担者 橋爪洋：自治体におけるロコモティブシンドローム対策の体制整備：臨

床情報・筋肉超音波の人工知能評価を用いた効果的な予防・介入方法の実証 

9. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 筒井俊二、研究分担者 谷口亘、山中学：Riluzoleの脊髄損傷治療薬としての作

用機序の電気生理学的解明 

10. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 高見正成、研究分担者 山田 宏：地域住民コホート研究による脊柱後弯症の自

然経過の解明  

11. 延與良夫：2021年度Johnson and Johnson Medical Research Grant（申請No：AS2021A000073159） 

12. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 谷口亘、研究分担者 山中学、西尾尚子：ドーパミン作動神経下行性疼痛抑制系

は運動療法による鎮痛機序に寄与するか  

13. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 石元優 ：々MRI自動読影装置を用いた腰部脊柱管狭窄症の自然経過とその予後予

測因子の解明 

14. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）西山大介：成人脊椎変形矯正固定術後の人工股関節脱臼リスク評価. 

15. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 長田圭司：脊柱靭帯骨化疾患 ～ゲノム解析による疾患概念の確立～  

16. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）長田圭司：AGEsから見た脊柱靭帯骨化疾患の発症機序の解明；住民コホート 10年追跡調査よ

り  

17. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）福井大輔：早期・初期変形性膝関節症ラットモデル確立 

18. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）下江隆司：大規模一般住民コホートによるキーンベック病の疫学調査 -ROAD study- 

19. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 神埜聖治、研究分担者 橋爪洋、宮井信行：ウィズ・コロナ時代に骨の健康を維

持するためのステイ・ホームプログラムの開発 

20. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）籠谷良平：びまん性特発性骨増殖症の予後及びその危険因子の解明：住民コホートの追跡 

21. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 寺口真年 研究分担者 橋爪洋、中川幸洋、山田宏、上松右二：ロコモティブシ

ンドロームへの徹底介入による若返りのまちづくり 

22. Johnson & Johnson Medical Research Grant 研究代表者 寺口真年 

23. 平一裕：公益財団法人 整形災害外科学研究助成財団 研究助成．大規模住民コホートにおける脊柱バランス不良と腰痛・身体運動機能

との関連：The Wakayama Spine Study 

24. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 久留聡、分担者 山中学：スモンに関する調査研究 

25. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 山中学：前帯状皮質におけるケタミン及びケタミン代謝物の疼痛抑制メカニズムの解明 

26. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 西尾尚子、研究分担者 谷口亘、山中学：変形性膝関節症における機械受容チ

ャネルを介した疼痛メカニズムの解明． 

27. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 佐々木貴英：小児期扁平足の実態解明、予防に向けた縦断疫学研究 

28. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 曽根勝真弓：異常感覚克服のための各種触覚機械受容器イオンチャネルの同定 

29. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 出口剛士：椎間板変性に関する概念の標準化や治療に向けての新たな提唱  

30. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 村上公英、研究分担者 西尾尚子：変性椎間板マウスモデルにおける脊索細胞

注入の髄核修復効果 



31. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 木戸勇介、研究分担者 橋爪洋、岡敬之：子どもロコモの実態調査と効果的な

介入方法の調査 

32. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 村田鎮優：椎間板変性に関する概念の標準化や治療に向けての新たな提唱  

33. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 神前拓平：成人脊柱変形術後の股関節症：新疾患概念の確立に向けて 

 


